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(本論文ノ内容ハ第16同日本結核病學會二於テ螢霞セリ)

第一章緒論

Weissノヽ初ノテ詳細二結核患者尿ニツキEhr-

lich氏「ヂアツォ」反庖ヲ･研索シ夫レヲ貨フル主

煎ノヽ彼ノ所謂「ウロクロモゲン」ナリトシ「ウロ

クロモゲン」反忠ヲ｡提唱シタ。然シ「ウロいこ」モ

ダン」｡ハ何物デアルカ且何カラ出来ルカニ就テ

ーハ遂二解明スル所ガナカツタ。

近時古武教授拉ニソノ門下諸氏ノ研究ニョリ

「ウロクロモゲン」ノ母質ノヽ「トリプトフマーン」

デアルコト、更ニ「キヌレニン」ナル新物質ノ登

見一ヨリ「ウロクロモゲン」が「キヌレこン」ラ紐i

テ形成サレルコトガ明カトナツタ。而シテ「キタ

レニン」ノヽ「トリプトフ、－ン」ノ生理的中間代謝

産物デアツテ、一方ノ･ヽ「キヌレニン」酸ヲ他方ダヽ

「ウロクロモゲン」尹形成スルモノデアツテ、「ト

リプトフフーン」ヨリ「キヌレニン」ヲ経テ「キヌ

レニン」酸が形成サレルノハ肝臓内二於テ行ノヽ

レルモノデアルコトハ市原、大谷、辻本諸博士ノ

一方犬ノ超生肝臓二就テ、他方肝臓剔出犬二就

テノ賞験ニョリ明カユサlノタ所デアル。然ラバ

「ウロクロモゲン」が同ジク「トリプトフフーン」

ヨリ「キタレニン」ヲ･経テ形成サレル以上肝臓機

能ト密接ナル開係ニアルコト｡ハ推測二難カラタ

所デアリ、且余ノ結核患者二就テノ観察ニョレ

バ「ウロクロモゲン」尿卜「ウロビリン」尿トノ｀明

カナル相開開係二立ツガ故ニ「ウロクロモゲン」

尿ハ肝臓機能撥調卜開聯シテ惹起サl／ルモノデ

アルト考ヘラl／ル。依テ肝臓機能受調ト「ウロ

クロモゲン」尿トノ開係ヲ明カエセンガタに

本賓験ヲ行ツ久。

第二章賓験方法

２厄内外ノ白色雄性成熟家兎デ１日量雪花菜

200瓦、野菜50瓦ラ以テ寅験前少クトモ１週間

飼養シタルモノヲ用ヒ、「トリプトファーン」負荷

試験開始前24時間以上絶食セシム。



「トリプトフー,一ン」負荷試験ノ｀ヽ次ノ如クス。「ト

リプトフ，－ン」０．１ｇ テ20c.Ｇ生理的食盛水二入

l／60°Ｃ ノ水中ニテ１時間振�シテ溶解セシノ･

タルモノヲ･膿温二温ノ･テ家兎左耳静脈二注射

シ、注射２時間前、注射直前、注射後８時間マ

デ毎２時間導尿探尿、Weiss氏法ニョリ「ウロ

クローム」及ビ「ウロクロモゲン」ヲ測定ス。

賓験終了後ハ屠殺シ解剖二附シタ。、

第三章

　

賞験成績

第一節

　

Ｆタロロふル’ム｣ニョノレ'肝臓障碍ノ場合

「クロロホルム」投典二依り肝臓賞質細胞が著シ

ク侵襲セラlノルコトノヽ既二諸家ノ斉シク認ムル

所デアツテ、富岡氏ニョレバ゛「クロロホノレム」゛｀

主トシテ肝臓賓質細胞ラ侵シソノ組織學的所見

トシテ・ヽ小葉中心部ノ壊疸及ビ脂肪受性サ来ス

モノデアルガ比較的大量テ用フルト小葉ノ中心

部ノミナラズコノ愛化・ヽ小葉ノ各所及ど更二進

ンデ星芒細胞拉二葉間結締組織ニモ及ブモノデ

アルト４フ。

「クロロホルム」ハ20％ノ「オレーフ」油二溶解

シタルーモノラ背部皮下二注射シタ。

第１例

　

家兎１琥

Ａ.健常時2.250 kg

¦｢ﾄ｣負荷直前 「1ヽ」負荷
２時間後

４時間後 ６時間後 ８時間後

尿　　　　　　　量　、　　9.8ca 27c.a 8.2aa　i　　　4.4aa 2.5cG

反　　　　鹿l　al. al. al. ｎ． Ｓ．

「ウロクロモゲｙ」 １．２ 72.5 10.8 ０ ０

「ウロクローム」 31.1　　　　1　　　　89.9 31.2 20.8 10

「ウロクロモゲｙ， 　　　　　　！
∩∩∠ｔ　　ヽ　　　nQi 0.35 ０ ０

「ウロクローム」　　　　　　　　’

Ｂ。「クロロホルム」溶液1 c.Ｇ注射24時間後

「ト」負荷直前 ｢lヽ｣負荷
２時間後

４時間後 ６時間後　１　８時間後

尿　　　　　　量 4.8c.a 8aa 4.2ac. 5.4C.C. I 5aa

反　　　　　　鹿 屑al. 利al. Ｓ．　　　ｊ　　　　Ｓ．
　　　　　　１

Ｓ．

「ウｕクロモゲｙ」 １ 120 15 10 ２

「ウロクローム」 ８ 30 15 20 10

「ウロクロモゲｙ」
∩　1Q ４ １ ０．５ ０．２

「ウ　ロク　ロームｌ　ｌ　　　｀’‘＾｀’

Ｃ。「クロロホルム」溶液l c.ai主射72時間後

りヽ」負荷直前
口ヽ」負荷　１　４｀『“
２時間後　，　時間後 ６時間後 ８時間後

尿　　　　　　量 18c.a 42C｡a 21aG 7.4c.a 　　　　　5.6c｡(λ
一一一

反　　　　　　庶 al. ｎ． Ｓ． Ｓ．

「ウロクロモゲｙ」 3.15 77.95 9.83 ４ ２．４

「ウロクローム」 24.15 57.52 36.04 20 21.6

「ウロクロモゲｙ」
0.13 1.36 0.27 ０．２ ０．１

「ウロクローム」
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Ｄ。「クロロよノレム」溶液1c.ａ注射後５日及６日ニ2 c.ｃ宛注射ｙ24時間後

-
「ト」負荷直前 「ト」負荷

２時間後
４時間後 ６時間後 ８時間後

尿　　　　　　　　　量　　　　　8cc. 15ca　　　　　　　　　llca llCG　　　　　1　　　llaa

反　　　　　　町　　　al. 　　　　　　　　　　　　｜Ｓ．　　　｜　　　Ｓ． 、Ｓ． Ｓ．

「ウロクロモゲｙ」 2.24 20.32　　　26.84 33 26.95

「ウロクローム」 12.32 22.9　　　　　:　　　22 22 14.3

「ウロクロモゲｙ」
ｎ　1O 0.89 1.22 １．５ １．９

「ウロクローム」｜　　Xﾉ●』.kJ

第２例

　

家兎２競2.270 kg

’「ト」負荷直前　2W認容　　４時間後　　６時間後 ８時間後

健　　　常　　　時 0
(O)

　1.0
(50.16)

　0.67
(23.04)

0.07
(1.62)

　0
(O)

「クロロホルム」液l ca
　注射24時間後

0.14
r3.3)

　2.33
(150.7)

　0.72
(18.7)

０．３

ぐ6ﾝ
0.15

(4.68)

「クロロホノ1/ム」液1 cc
　注射72時間後

　0.12

ぐ2/
　1.8

(76.13)
　0.58
ぐ'23)

0.38　1　0.2

（9）　　　　④

「クロロホルム」液l ca
注射後６日及７日ニ
2(ic注射ジ24時間後

　0.4
(18.24ｯ

　1.2

(83.7)
　1.14
(48)

　1.4
(28)

　1.0
(20)

9ハにツド言言ニシテ括弧内､ハ「ウロクロモゲｙ」量ナリ、以下之二順ズ

窮３例

　

家兎３琥

　

1.780kg

２
｜ 「ト」負荷直前 引ヽ」負荷

２時間後 ４時間後 ６時間後 ８時間後

健　　　常　　　時
0

(O)
　0.53

(22)
　0.3

(12.8)

０

浬)ﾝ
　0

(O)

「クロロホルム」液2 cc.
　注射24時間後

0.13
r2.9)

　1.26
(34.8) 　1.4(26.32)

　1.0
(15)

0.65

(9.1)

「クロロホノレム」液2 c･c･
　　注射72時間後

0.13
(6.25)

　1.0
(32.9)

　　１．０

ぐ20/

　1.3
(16.3)

0.5
(7)

１クロロホルム｣液2 ac
　　注射１週間後

0.16
(T3.1)

　1.0
(44.06) 　０．６rii.25)

　０．６
ぐ9） 0.57r7.8,

坪Iノ諸例二於テ見ルガ如クー、障碍以前ニ､ハ

　

y; !;;≒゜ぷぎﾃﾞ1タ｀最高１ラ越エナ４ノニ、軽
障碍24時間後ニダヽ高イ値ラトリ、72時間後一

八恢復ノ時期ニアツテ健常時ノ値二近ヅク。イ

第

　　　　

１

　　　　

圖

健常時
軽障碍
24時間後

軽障碍
72時間後 強障碍後
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ヅレノ場合ニモ「トリプトファーン」負荷８時間

後－ノ｀ヽ比ハＯニ近イ。コレニ反シ彊ク障碍シタ

場合ニハ比・ヽ比較的低刻直ニシカ上ラナイガ８

時間後モＯニ近ヅカナイデ持績スル傾向ガア

ル。叉一程度以上障碍シタ場合ニノヽ容易二恢復

シナイコトノ'ヽ第３例ノ示ス通りデアル。以上チ

圖示スt／バ第１圖ノ如クデアル。

第二節

　

四晦化炭素ニョノｙ肝臓障碍ノ場合

四盛化炭素ヲ投爽スルトキ・ヽ肝臓賓質細胞二一

定ノ退行宛性ヲ認ムルコトノヽ既二諸家ノ認ムル

所デ、家兎デダヽ肝臓・ヽ肉眼的二黄灰色ヲ･帯ビ特

長アル紋理テ呈シ腫脹涸濁シ組織學的二中心静

脈ヲ中心トシテ肝臓賓質細胞ノ脂肪浸潤ヲ来シ

且各種階梯ノ退行受性ヲ認ムルモノデアツテ、

毒性ヲ呈スル期間ノ｀ヽ同量ヲ用フ1ノバ「クロロホ

ルム」こヨルトキョリモ長キニ亙ルト4．ハ1ノル。

四盛化炭素テ20％ノ「才1／－フ」油二溶解シタ

ルモノヲ背部皮下二注射シタ。

第１例

　

家兎５裟

　

2.265kg

「ト」負荷直前 「ト」負荷
２時間後

４時間後 ６時間後 ８時間後

健　　　常　　　時 0
(O)

　0.86
(79.2)

　0.38
(11)

0.26
(7.92)

0
(O)

四晩化炭素液1c心
注射24時間後

0.12
(5.4･)

　4.0
(480)

　　2.2
(123.75)

　0.52
(34)

0.17
(7.5)

四晩化炭素液l cc.

注射72時間後
0.11

(4.29)
　　3.0
(180)

　1.1
(33)

　0.54
(12.6)

0.33
(6.3)

四嵯化炭素液1 C.C.
注射120時間後

0.2
C3.15）

　　2.4
(169)

　0.96
(30.6)

　0.34
(10.8)

0.3
(7.5)

第２例

　

家兎８琥

　

1.560kg

「ト」負荷直前 「lヽ」負荷
２時間後

４時間後

　0.33
(8.37)

６時間後 ８時間後

健　　　常　　　時
0.17

(5.6)

　0.7

(21)
0.25

(4,,4)
0.13

(3.4)

四暁化炭素液1 CG

　注射24時間後

0.15

(4.05)
　2.0

(66)
0.43
C6.5)

0.23
(3.3)

0.13
(2.4)

四曖化炭素液1 CG
　注射72時間後

0.15
(4)

　1.66
(82.5)

　0.57
(15.6)

0.28
(2.64)

0.24
(7.15)

四嵯化炭素液1(1G

注射後４日ニ2 CG
注射ジ24時間後

0.1
(6)

　1.0
(37.5)

　1.08
(29.7)

　1.0
(27)

　1.7

(48)

第

　　　　

２

　　　　

圖

健常時
軽障碍
24時間後

軽障碍
72時間後

軽

　

障

　

碍
120時間後

強障碍後
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上ノ２例二於テ､ハ健常時ニハに乙ら゜ぷぎΞTI

．･ヽ最高Ｉラ越エナ４ノー、軽障碍24時間後ニ

。・ヽ高イ値テトリ、次第二恢復二向ヒ、72時間後、

120時間後八次第二健常値二近ゾク。 ４ブlノノ

場合ニモ「トリプトフ。一ン」負荷８時間後ニノ｀ヽ

比ノヽＯニ近イ。コレニ反シ彊ク障碍シタ場合ニ

ハ比ハ比較的低イ値ニシカ上ラナイガ、８時間

後モＯニ近ヅカナイデ持綾スル傾向ガアル。コ

1ノノ｀「クロロホルム」ノ場合ト同様デアルガ、タ

ダ崔i者ヨリモ‘I突復ガオソイ､。

以上ラ圖示スレバ第２圖ノ如クデアル。

第３例

　

家兎６琥

　

2.180kg

健　　　常　　　時

｢ト負荷直前　UU喬箆　i　4時間後 ６時間後　　８時間後

0.1　　　　　2.0
r2.52)　（150.8）

　1.05
(18.9)

　0.5
(13.2)

0.3
(4.5ﾝ

四晩化炭素液1 CG
　注射24時間後

0.11
(1.95)

　2.04
(93.4)

　1.0
(22.5)

　0.8
(16.8)

　0.67

(13)

四嵯化炭素液1 ac

注射72時間後

0.13

(8.7じ)

　　2.57
(118.22)

　0.92
(33.35)

　0.67
(14.4)

　0.5

(9.0)

四嵯化炭素液lc£
注射120時間後

0.19
(4.83)

　２．７
(137.7)

　0.91
(23.42)

0.38
(3.78)

0.33
(6.0)

本例二於テノ’ヽ障碍前二於テノヽ、「トリプトフ、－

こ・」負荷後ﾊﾞ:にＶぷ聡犬ヽ最高２ヤダ≒順

一心レガ、８時間後ハＯニ近ゾク。障碍24時間後

デハ比ノ最高値ノヽ受ラナイガ、８時間後ノ値。･ヽ

比較的高イ。障碍72時間後デハ比ノ最高値ノヽ

梢ｌ高クナリ、コレニ反シ８時間後ノ値ノヽ前者

ヨリモ低イ。障碍120時間後デハ比ノ最高値､ハ

更二高クナリ、８時間後ノ値・ヽ更二低クヨリ０

ニ近クナル。コレラ圖示フヽルト第３圖ノ如クデ

アノレ。

第

　　　　　

３

　　　　　

圖

健常時 障

　　

碍
24時間後

障

　　

碍
72時間後

障

　　　

碍
120時間後

賓験終了後解剖二附シ腹腔内二約20c.ｃ,ノ秤い

血液ヲj昆ゼル漿液性繊維素性ノ液ノ存在セルテ

認ノ･タ。

第四章

　

總

　

括

「クロロホルム」及ビ四盛化炭素ニョリ肝臓機能

サ同1碍シ、コレニ「トリプトフマーン」員荷試験

子行ツタ結果ノヽ互二一致シテ、肝臓が障碍サレ

タトキ･＝.ノ｀、ソノ程度二嘸ジテ、「トリプトファー

ン」負荷後パ昌Ｖぷ仔犬ｕｌ:（2４

間値)が上昇スルガ、アル程度-ｉ・デノ障碍デ.ハ

負荷後８時間(２時間毎探尿)デ､ハ比ハＯ叉ハコ

レニ近４．然シ一程度以上障碍サレルト８時間

後ノ比ノ値が次第二高クナリ、持績的ニ｢ウロ

クロモゲン｣尿ヲ示フ、様－ナリ、コント共二比

藤野゜臓器機能障碍時二於ケル｢ウロクロモｙｙ｣尿二就テ第２挟】 111



ノ最高値ノ'ヽ寧口低クナルコトテ示ス。殊二四堕

化炭素障碍例中ノ最後ノ障碍前既二明カニ肝臓

機能障碍ヲ1

負荷８時間後パド烏雫てｼﾔ上昇順賎

ヲ月月カニ失nルコトガ出来ル．

以上ノ所見.＝;.ヨリ「トリプトフ，－ン」負荷試験

ニョリ肝臓機能障碍ヲ判然ト知り得ル事が明カ

トナツタ．

第五章

　

考

　

察

盤二渡逡博士ノ’ヽ現示性ニ「ウロクロモゲン」尿ヲ

呈セデル肺結核患者ニ「トリプトフフーン」ヲ負

荷スルト、健康者二於テノヽ決シテ尿「ウロクロ

モゲン」ヲ認ｙ得ナイ量ノ投奥ニョツテモ、既

二著明ニソノ出現ヲ･見ル事ヲ知ツタガ、肺結核

患者二明カエ「トリプトフ。一ン」代謝ノ憂調ノ

潜在ヲ示ス、カカル操作ニョツテ初ノテ現示サ

lノル「ウロクロモゲン」尿ヲ特二潜在性「ウロク

ロモゲン」尿トシテ臨林上重要覗スベキヲ提唱

シタ。次デ余ダヽ渡逡博士卜共二結核患者尿「ウ

ロクロモゲン」ノ臨休的意義二就テ検索ヲ重弄、

「ウロクロモゲン」尿・ヽ結核感染罹患ニョリ登生

シタＮｏｘｅノ個膿侵害ニョル｡生畷機能憂調ノ

象徴ニシテ、従テ結核ノ活動性ト緊密ナ開係ヲ

有スルモノデアル事ヲ知リ、更二進ンデ現示性

－「ウロクロモゲン」尿ヲ認。メダル場合ニ、

　

ソノ

病膿二潜在セル「トリプトファーン」新陳代謝障

碍ヲ現示性ニスルタノニ結核患者二一定量ノ

「トリプトファーン」ヲ投1奥スルト、尿「ウロクロ

モグン」ノヽ健康者デズヽ増加セタカ、或・ヽ多少噌

加テ見テモ直チュ消失スルノニ對シテ著明二噌

加シ、且軽症ヨリ重症二至ルニ従テソノ出現ノ

彊サト持績度ヲ異ニスル事ヲ知り得テ、コノ尿

「ウロクロモゲン」曲線ノ状況ヲ一定ノ型二分類

シ、コl／ヲ結核病機判定法トシテ利用シ、

　

ソ｡ﾉ

確賓度ト敏感度二於テ決シテ他ノ諸反咆二遜色

ナキ事ヲa忍メタ。而シテソノ「トリプトフフーン」

負荷後ノ尿「ウロクロモゲン」曲線ノ状況ノヽ茲二

責験的二肝臓機能ヲ障碍シ、之ニ「トリプトフ、

一ン」ヲ負荷シテ得タル尿「ウロクロモゲン」曲

線ト完全二一致スルヲ認ノ･ル。郎チ重症結核患

者ノソレダヽ強度二肝臓機能障碍ヲ典ヘタ場合二

常リ、中軽症結核患者ノソレノヽ中等度乃至軽度

二肝臓機能障碍ラ典ヘタ場合二相常スル。従テ

コノ「トリプトフ、－ン」員荷法ハ臨休的二肝臓

機能、就中ソノ「トリプトフ。－ン」代謝機能ノ

障碍ヲ･検査スルニ適常ナル方法デアリ、且結核

患者二於テノヽソノ病機二恵ジテ肝臓機能障碍テ

認メル事が明カユサレタ。

借テ生醒が一度結核菌ノ侵襲ヲ受ケルト、

　

ソl／

ニ由来シタルＮｏｘｅノ作用二對シテソノ生値

が反息シ、茲ニUmstimmung'が惹起サlノル

事ノヽ周知デアルガ、之テ生醒生活ノ眼目ダヽソノ

植物性機能デアル立場カラ観レバ、E. Guth

ノ

　

vegetative Umstimmung デアツテ、 コ　ノ

Ｕｍstｉｍｍｕｎｇノ動向コソ結核病機ノ活動性テ

表現スルモノデアルコトズヽ刀根山病院長太繩博

士ノ「肺結核ノ活動性診断」ニ就テノ宿題報告二

強調セラレタ所デアリ、コノ肝臓機能障碍モカ

カル植物性機能宛調ノ一現象トシテコソ有意義

ナルモノデアツテ、コレラ検スル事ニョリ他面

二於テ結核病機テ明カニスルコトノ出来ル所以

ノモノベ

第六章

　

結

　

論

（１）「トリプトフ，－ン」負荷試験ニョリ肝臓機

能テ検シ得。

（２）「クロロホルム」ニョル肝臓機能障碍ノヽ四盛

化炭素ニョルモノヨリモ恢復が早イ。

潤筆二臨え不断ノ御鞭捷ト木稿ノ御校閲テ賜ハヽ

リシ院長太繩博士及ビ御指導御校閲テ賜ハリシ
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